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また口腔内 4 箇所においても 4 条件下での有意差
が認められた（Friedman test：p＜0.01）．各部























































































岐阜県揖斐厚生病院の装置Signa MR/i Echo 
Speed 1.5T（GE社製）を用いて足首に侵害刺激
を与えた時に反応する脳内神経活動を調べた．
Blood Oxygen Level Dependent（BOLD）法 の
撮 像 条 件 は，TR4,000ms，TE44msec，flip an-
gle=90℃，FOV240mm，Matrix 64 ×64，Slice 
thickness 3.8mmとした．On，off時 各32秒 間 の
タスクデザイン（図 2 ）に沿って研究を進行さ
せ， 1 回のon時にPain VisionⓇからの侵害刺激









































































































































ドでは 3 部 位，ポップスとクラシックでは 5 部




























































無条件 0 5 6
ポップス － 3 5
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